
研
究
論
文

タ
ヒ
チ
に
お
け
る
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
関
連
資
料
①

第
一
回
タ
ヒ
チ
渡
航
に
お
け
る
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
到
着
時
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
　
タ
ヒ
チ
　
植
民
地

タ
ヒ
チ
に
お
け
る
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
ベ
ン
グ
ト
・
ダ
ニ
エ

ル
ソ
ン
の
　
『
タ
ヒ
チ
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
』
　
を
囁
矢
に
二
〇
〇
四
年
に
グ
ラ
ン
・
パ

レ
で
開
催
さ
れ
た
　
『
タ
ヒ
チ
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
』
　
展
に
い
た
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
仔
細
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
検
討
を

要
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
筆
者
は
、
美
術
館
連
絡
協
議
会
の
学
芸
員
海
外
研
修

派
遣
に
よ
り
、
二
〇
〇
五
年
の
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書

館
で
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
滞
在
時
の
タ
ヒ
チ
に
関
す
る
資
料
を
調
査
し
、
未
紹
介
の
資

料
を
い
く
つ
か
発
見
し
た
の
で
、
そ
の
紹
介
も
兼
ね
て
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
タ
ヒ

チ
滞
在
時
に
つ
い
て
新
た
に
検
討
を
加
え
た
い
。

一
八
九
一
年
六
月
九
日
に
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は
タ
ヒ
チ
の
パ
ペ
ー
テ
の

港
に
初
め
て
降
り
立
っ
た
。
こ
の
と
き
の
こ
と
は
、
彼
を
出
迎
え
た
海
兵
隊
砲

術
大
尉
ジ
エ
ノ
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
。
タ
ヒ
チ
人
た
ち
は
、
長
髪
で
他
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
は
見
ら
れ
な
い
風
変
わ
り
な
身
な
り
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
を
マ
フ

ー
（
女
装
の
男
性
）
　
で
は
な
い
か
と
考
え
、
フ
ラ
ン
ス
入
植
者
に
と
っ
て
は
、

田
　
平
　
麻
　
子

彼
は
目
的
不
明
の
特
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
者
で
あ
っ
た
。

こ
の
特
使
と
い
う
身
分
は
、
オ
ク
タ
ー
ヴ
・
ミ
ル
ボ
ー
や
ス
テ
フ
ァ
ー
ヌ
・

マ
ラ
ル
メ
な
ど
の
高
名
た
る
文
学
者
に
助
け
ら
れ
て
教
育
・
美
術
省
に
働
き
か

け
て
得
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は
渡
航
費
用
の
割
引
を
得
て

タ
ヒ
チ
ま
で
船
旅
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
経
過
を
詳
し
く
た
ど
る
と
、
ゴ
ー

ギ
ャ
ン
の
友
人
で
あ
っ
た
象
徴
派
の
詩
人
シ
ャ
ル
ル
・
モ
リ
ス
は
、
マ
ラ
ル
メ

を
通
じ
て
ミ
ル
ボ
ー
に
依
頼
し
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
紹
介
記
事
を
　
『
エ
コ
ー
・

ド
・
パ
リ
』
　
紙
や
　
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
　
紙
に
書
か
せ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
フ
ラ

ン
ス
社
会
で
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
続

い
て
モ
リ
ス
は
、
タ
ヒ
チ
渡
航
に
公
的
な
援
助
を
求
め
る
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
政
府

へ
の
推
薦
を
ミ
ル
ボ
ー
に
頼
み
、
ミ
ル
ボ
ー
は
当
時
議
員
だ
っ
た
ジ
ョ
ル
ジ

ュ
・
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
の
助
力
を
得
た
。
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は
モ
リ
ス
と
と
も
に
美
術

局
長
と
の
面
会
を
果
た
し
、
首
尾
よ
く
援
助
を
取
り
付
け
、
帰
国
の
際
に
は
作

品
を
買
い
取
る
と
い
う
約
束
ま
で
得
た
。
文
書
上
で
は
、
一
八
九
一
年
三
月
一

五
日
付
で
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
と
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
か
ら
大
臣
宛
に
手
紙
が
送
ら
れ
、
こ
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れ
に
対
し
て
三
月
二
六
日
付
で
大
臣
か
ら
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
あ
て
の
公
文
書
が
発

行
さ
れ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
に
あ
て
て
は
美
術
局
長
G
．
ラ
ル
メ
か
ら
手
紙
が
出
さ

れ
て
い
る
。
続
い
て
ラ
ル
メ
は
海
軍
省
の
政
府
次
席
秘
書
官
ウ
ジ
エ
ー
ヌ
・
エ

テ
ィ
エ
ン
ヌ
、
フ
ラ
ン
ス
郵
船
会
社
社
長
な
ど
に
も
書
状
を
発
し
て
お
り
、
こ

れ
に
応
じ
て
、
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
は
四
月
五
日
付
で
フ
ラ
ン
ス
領
オ
セ
ア
ニ
ア
総

督
ラ
ス
カ
ー
ド
に
書
状
を
発
行
す
る
。
タ
ヒ
チ
に
い
た
ラ
ス
カ
ー
ド
は
少
な
く

と
も
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
到
着
の
知
ら
せ
を
六
月
ま
で
に
受
け
と
っ
て
い
る
。

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
、
一
八
九
一
年
四
月
一
日
に
オ
セ
ア
ニ
ア

ン
号
に
乗
り
、
フ
ラ
ン
ス
を
出
発
し
た
。
オ
セ
ア
ニ
ア
ン
号
は
マ
ル
セ
イ
ユ
と

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
ヌ
メ
ア
を
結
ぶ
船
で
、
五
月
一
二
日
に
ヌ
メ
ア
に
到
着

し
た
。
そ
こ
で
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
と
タ
ヒ
チ
を
結
ぶ
船
ヴ
ィ

－
ル
号
に
乗
船
し
、
五
月
二
一
日
に
出
港
す
る
。
ヴ
ィ
ー
ル
号
は
フ
ラ
ン
ス
海

軍
の
公
文
書
送
達
艦
で
あ
り
、
連
絡
船
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
タ
ヒ
チ
到
着
に
関
す
る
資
料
は
、
先
述
の
ジ
ユ
ノ
に
よ
る
記

録
の
ほ
か
に
、
タ
ヒ
チ
官
報
に
掲
載
さ
れ
た
ヴ
ィ
ー
ル
号
の
寄
航
記
録
の
中
の

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
に
関
す
る
記
事
、
タ
ヒ
チ
の
新
聞
『
タ
ヒ
チ
よ
り
の
使
者
』
　
の
中

の
記
事
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
特
に
今
ま
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

『
タ
ヒ
チ
よ
り
の
使
者
』
　
の
な
か
の
記
事
に
よ
り
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
を
迎
え
た
タ

ヒ
チ
社
会
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
一
八
九
一
年
六
月
二
一
日
の
　
『
タ
ヒ
チ
よ
り
の
使
者
』
　
の
な
か
の
　
「
ポ

ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
」
と
題
さ
れ
た
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
紹
介
記
事
で
あ
る
　
（
資
料

①
）
。
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
を
G
a
u
g
a
i
n
と
間
違
っ
て
つ
づ
っ
て
い
る
が
、
引
き
続
い

て
引
用
さ
れ
て
い
る
　
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
　
紙
掲
載
の
ミ
ル
ボ
ー
の
記
事
中
で
は
正
し

く
G
a
u
g
u
i
n
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
日
の
紙
面
の
中
の
「
ヴ
ィ
ー
ル
号
の
到
着
」

は
先
立
つ
官
報
の
記
事
（
資
料
②
）
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
内
容
と
思
わ
れ
、

乗
客
の
名
簿
が
掲
載
さ
れ
、
「
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
‥
画
家
、
タ
ヒ
チ
へ
派
遣
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
名
前
は
官
報
で
は
G
O
g
u
i
ロ
、
『
タ
ヒ
チ
よ
り
の
使
者
』
　
の

な
か
で
は
G
a
u
g
a
i
n
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
渡
航
に
関

す
る
紹
介
状
の
な
か
で
は
、
美
術
局
長
ラ
ル
メ
が
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
に
宛
て
た
三
月

二
六
日
の
書
状
中
、
G
A
U
n
L
r
l
N
と
し
て
い
る
。

先
述
の
と
お
り
ミ
ル
ボ
ー
は
、
マ
ラ
ル
メ
を
通
じ
て
モ
リ
ス
よ
り
依
頼
さ
れ
、

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
を
二
回
執
筆
し
て
お
り
、
二
月
一
六
日

『
エ
コ
ー
・
ド
・
パ
リ
』
紙
と
二
月
一
八
日
　
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
　
紙
の
も
の
で
あ
る
。

『
タ
ヒ
チ
よ
り
の
使
者
』
　
中
、
フ
ィ
ガ
ロ
紙
の
記
事
の
日
付
が
二
月
一
六
日
と

な
っ
て
い
る
の
は
目
付
の
引
用
間
違
い
で
あ
ろ
う
が
、
タ
ヒ
チ
に
送
ら
れ
た
新

聞
の
版
の
違
い
な
ど
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

ミ
ル
ボ
ー
の
記
事
は
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
出
立
費
用
調
達
の
た
め
の
売
り
た
て

を
盛
り
た
て
る
意
図
も
あ
り
、
次
週
の
週
末
に
行
わ
れ
る
売
り
立
て
に
出
さ
れ

る
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
絵
画
と
陶
器
作
品
に
つ
い
て
の
批
評
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

ミ
ル
ボ
ー
は
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
と
そ
の
作
品
は
「
非
常
に
高
貴
で
、
非
常
に
風
変
わ

り
で
、
非
常
に
洗
練
さ
れ
な
が
ら
な
お
か
つ
野
蛮
」
　
で
あ
り
、
「
高
度
に
文
学

的
な
そ
の
芸
術
に
は
高
い
熱
烈
な
評
価
が
ふ
さ
わ
し
い
」
と
し
て
い
る
。
最
後

に
は
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
が
タ
ヒ
チ
に
旅
立
つ
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は

か
つ
て
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
諸
島
に
旅
し
て
成
果
を
得
た
よ
う
に
、
孤
独
を
求
め
て

南
太
平
洋
に
旅
立
つ
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
売
り
立
て
で
は
ミ
ル
ボ
ー
ら

象
徴
主
義
の
批
評
家
た
ち
が
賞
賛
し
た
総
合
主
義
の
作
品
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
時

代
や
ア
ル
ル
時
代
ま
で
の
作
品
が
中
心
と
な
り
、
《
ヤ
コ
ブ
と
天
使
の
格
闘
》

を
は
じ
め
と
す
る
代
表
作
が
売
ら
れ
、
予
想
を
上
回
る
売
り
上
げ
を
達
成
し
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た
。『

タ
ヒ
チ
よ
り
の
使
者
』
　
は
ミ
ル
ボ
ー
の
こ
の
記
事
の
批
評
の
内
容
に
つ
い

て
は
触
れ
ず
、
ヴ
ィ
ー
ル
号
で
到
着
し
た
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
に
歓
迎
の
意
を
衣
す
る

こ
と
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
タ
ヒ
チ
滞
在
は
タ
ヒ
チ
社
会
に
と
っ
て
も
幸
運
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
美
し
さ
ゆ
え
　
「
太
平
洋
の
真
珠
」
　
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
の
豊
か

な
島
で
快
適
な
滞
在
を
過
ご
す
こ
と
を
祈
る
と
し
て
い
る
。

名
前
を
し
ば
し
ば
間
違
わ
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン

の
名
前
と
作
品
の
こ
と
は
▲
椴
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
タ
ヒ
チ
の
人
々

に
と
っ
て
も
　
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
　
に
載
っ
た
人
気
執
筆
家
ミ
ル
ボ
ー
の
記
事
が
唯
▲

の
情
報
源
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
作
品
と
活
動
に
寄
せ
る
賞
賛

が
フ
ラ
ン
ス
本
土
に
お
け
る
象
徴
派
の
活
動
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
前
衛

的
な
画
家
と
し
て
ミ
ル
ボ
ー
が
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
読
み
取
る
こ
と

は
、
パ
リ
の
文
化
的
な
状
況
に
詳
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
前
衛
的
な
画
風
に
対
す
る
落
胆
が
入
植
者
の
中
で
後
に
生

じ
た
こ
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
サ
ー
ク
ル
か
ら
遠
く
隔
た
っ
た
タ
ヒ
チ
社
会

の
状
況
と
し
て
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
と
理
解
し
や
す
い
。

ま
た
、
記
事
中
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は
客
人
と
し
て
も
て
な
さ
れ
る
と
あ
り
、
一
応

の
敬
意
を
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
が
、
特
使
と
し
て
の
政
治
的
な
意
図

が
不
明
確
な
こ
と
も
あ
り
、
粗
末
に
は
扱
え
な
い
な
が
ら
も
、
予
期
せ
ざ
る
、

そ
し
て
帰
る
こ
と
を
初
め
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
客
人
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は
タ
ヒ
チ
の
フ
ラ
ン
ス
人
入
植
者
に
と
っ
て
も
異
邦
人
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
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i
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∽
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（
5
）
　
そ
の
頃
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
タ
ヒ
チ
の
航
路
に
つ
い
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は
、
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ニ
エ
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rlPaulGaugain（sic）’一

SouscetitrenoustrouvonsdansleFigarodu16F6vrierdernier：

Onvendra，Lundi，al’H6telDrouotquelquestoilesetquelquesptoeries（sic）deM．PaulGauguin，etl’onme

ditquelrEtatatenu，aVantlaventepublique，aS’assurerlapropri6t6d7untableau，tOutafaitd61icieux，un

paysagedemaitre，repreSentantunCOindelabelleval16edePont－Aven・Jenesauraistropf邑1iciterl’Etat，dans

lapersonne de M．Larroumet，de ce choixquiindique，au mOins，1e desirlouable etla bonnevolont6

encourageanteotlilest，parfbis，des’a緻anchirdeshabitudesacqulSeSetdesvieillesroutinestraditionelles．Ily

aacelauncertain courage，CarSiM．PaulGaugulnaCOnquis．afbrce detalent，danslemonde specialdes

artistes，del’admirationetunejustec616brit6，ilreste，afbrcederevesilencieux，dedignit6renfbrm6e，pOurle

Publicetpourlescritiquesd’art，uninconnuouapeuprらS・

Etpourtant，C’estunpeintretresexceptionnel，undesplusint6ressantsqulSOientauJOurd’hui，undeceux

trもsrares，enquibeaucoupfbndentdegrandsespoire，durables，danSl’avenir．Jecroisqu’iln’Ontpastort．Quant

amois，j’alpOurM．Gauguln，etPOurl’arttresnoble，trらS6trange，trもsrufnn6ettrもsbarbarealafbis，pOurCet

artpassionn6mentlitt6rairequ’ilpratique，unetrもshauteettresardenteestime・QuelesautresrientdevantCeS

toiles，lesplusr6centes，dontquelques－uneSOntl’ampleurmystiqueetlointained’unvitraildecath6drale；lerire

n’estleplussouventquel’impulSSanCeaSentirlabeaut6．Moi，deventcestoiles，JeSenSunCerveauqulpenSeet

unc（EurqulSOu飴e，etCelam’emeut；jevoisaussiunemaindompt6eatouslessecretsdudessin，atOuteSles

Synthとsesdelaligne．etcelamecharme．

Etj’6prouveaussiuneJOleprOfbnde atenirdansmains，atOurner，aretOurnerunedesesmiraculeuse

poteries，undesessurprenantsflamb6Spoemestangiblesauxoxidationsimpr6vues，auXCOlorationssiricheset

sisourdesfbnduesl’unedansl’autre，enCOu16esd’orfhuve，derougesmin6ral，devertv6n6neux；VaSeS，COupeS，

groupessymbolitiques，hallucinantesstatuettes．fleurssexuelles，auXenrOulementstantateurs，dontlesfbrmes

sineuves，Sihardies．siharmonieusementcombin6esseplientauxcaprlCeSd■uneimaglnationetd’unrevepoete，

quiatoutvu，tOutChant6，tOutPleur6．

Mais，h6las！noussommesdansuntempsobl’artpurnerapportequesou飴ancesetd6ceptionsaceuxqulen

ontleculte；etlavieadesexlgenCiesimm6diates，implacables．M．Gauguln，lasdelutter，etSeSentantunbesoin

desolitudeetderecueillement，aprlSlepartidesrexiler，POurdesann6es，VerSdespaysqulOntlongtempshant6

sesr8ves．IlpartpourTahiti－entreVu，jadis，Pendantsesvoyagesdemarin－COmmei16taitpartiautrefbispour

laMartinlque，d’otlilrapportaunes6riedetoilesadmirables．La－bas，Seul，ilconstruirasahutte，etiltravaillera，

libredessoucisotldanslaviecivilis6e，Seheurtentetsebrisentses61ans．Cen’estpas，d’ailleurs，tOutafhitun

exil，C’estunretourversdescielsconnusetdeschosescaress6es．Samらreauxrivesdel■Oc6anPacinque；SOn

pereyestmort．Danscettesolitude，auXheuresdestristessesin6vitablesetdeslourdsabandons，ilpourra

entendredesvoixchらres，tueSdepuislongtemps；etSOnameS’yr6Confbrtera．

Etj’aivoulu，aCemOmentdificiledesavie，adresseraM．Panl（sic）Gauguintoutemasympathieetles

sympathies，detouteunejeunesseartisteetlettr6equil■aime，dontlapens6ellaccompagnera，1良一bas・

OctaveMirbeau．

Nousavonspens6nepouvoirmieuxfhirepoursaluerlleminentartistequlVientdenousarriverparlaVire

quedepublierleslignesqulpr6Cらdent．

Lapr6senceaTahitideM．PaulGaugain（sic）estpournousunepr6cieuseaubaine・Enassurantdenosvives

sympathiesllh6tedistingu6quelaFortunenousenvoie，nOuSluisouhaitonsunsqouragr6abledanscetteile

fortun6e，qulParSabeaut6，meriteratott）OurSlenomdePerleduPacifique・

（訳）

「ポール・ゴーギャン」

こう題する記事を先の2月16日付の『フィガロ』誌の中に見つけた。
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金曜日からオテル・ドゥルーオでポール・ゴーギャン氏の絵画と陶器の作品の売り立てがあるのだが、まったくも

って素晴らしい1点の作品、ボン＝タヴァンの美しい峡谷の一角を描いたこの画家の風景画について、公売の前に国

が手に入れたがっていたと私は聞いている。この選択を、とにかくにも貸費すべき願望と素晴らしく勇気を与える意

思を示したラルメ氏の人格ゆえに、この国をどれだけ称えても称えすぎることはない。これはときに、旧来の慣習や

古びた伝統の型から自らを解き放つものである。もしこのことを、芸術家の特殊な世界の中で、多大なる才能に由来

する賞賛と適切な名声によりポール・ゴーギャン氏が勝ちとったのであるなら、そこには明確な勇気がある。静かな

夢想と内なる威厳のおかげで、大衆と美術評論家にとって、彼は無名もしくはほとんど知られてない状態にとどまっ

ていたのだから。

しかし、彼は非常に特殊で今日最も興味深い画家のひとりであろうし、もっとも珍しい画家のひとりであり、そう

いった画家たちは将来において偉大にして変わることのない希望によって、大いに正当化されるのだ。彼は間違って

いないと私は信じる。私からすると、ゴーギャン氏とその高貴な芸術は、非常に風変わりで、非常に洗練されながら

なおかつ野蛮であり、彼が到達した高度に文学的なその芸術には高い熱烈な評価がふさわしい。これらの最新作の絵

画を笑う者は笑えばよい。作品の中のいくつかは大聖堂のステンドグラスのごとき神秘的な豊かさと深遠さを備えて

いる。笑いはたいていの場合美しきを感じとる力のないことを示しているにすぎないのだ。私はこれらの絵の前で、

知性と魂のあえぎを感じ、感動させられるのだ。抑制された筆触を、デッサンの秘密の中や線の総合の中に感じ、私

は魅了される。

そしてまた私は、彼の驚異的な陶器の作品のうちのひとつを手に取り眺めまわし、深い喜びにひたる。それは炎に

焼かれた驚異の詩であり、意外な酸化の感触と豊かで鈍く不鮮明な色彩を味わうことができる。そこからは淡黄褐色

の金、鉱物の赤、毒を含んだ緑が流れ出ている。壷、杯、象徴的群像、幻想的な小像、渦巻く官能的な花、それらは

想像力と、すべてを見て歌い泣く、詩人の夢想に従ってとても新奇な形で大胆に調和し結合されている。

しかし！我々は、純粋な芸術が人々が信仰をもつゆえんとなる苦悩と失望とにしか結びつかない時代の中にいる。

そして人生は間断なく容赦のない要求をつきつける。ゴーギャン氏は闘いに疲れ、孤独の必要を感じ、彼の長年の夢

であった地への数年間の逃亡の決意をした。彼はタヒチへ旅立つ一水兵時代の航海の間にすでにかいま見ていたが一

彼はかつてマルティニクに向かい、そこで素晴らしい連作を制作している。タヒチで彼はひとり小屋を建て、彼の熱

意と衝突し打ち砕く文明生活の悩みから解放されて制作する。しかしこれは亡命ではない。既知の土地となじみのも

のへの帰還なのだ。彼の母は太平洋の岸辺にあり、彼の父はそこで死んだのだ。この孤独の中で、避けられない悲し

みと重苦しい遺棄の時代に、長い間聞こえなかった貴重な声を彼は聞くことができるだろう。そして彼の魂はそこで

慰められるだろう．。

そしてこの困難な時代に、ポール・ゴーギャンに対して私やすべての若い芸術家たち、そして彼を愛する教養人た

ちの共感が向けられることを私は願った。彼らの思考は彼地に彼とともに旅立つであろう。

オククーヴ・ミルボー

先の電信で知らされたヴイール号でやってくる、この優れた画家にまずは挨拶の言葉を送ろう。

ポール・ゴーギャン氏がタヒチに滞在することは我々にとって非常な幸運である。運命の女神が我々のもとに送っ

てくれた優れた客人に熱烈な好意を誓い、彼がこの幸運の島で快適に滞在できるよう願う。この島はその美しきで常

に太平洋の真珠にふさわしいところなのである。

”ArriV6edela‖VireH

Cetransportamoui116surrademardi9courant，VenantdeNoum6a．

Passagers：MM．Swaton，Capitainedlinfhnteriedemarine；Gaugain（sic），artSistepeintre，enmissionaTal1iti；

Deflin，mar6cha1－deslogisdegendarmerieetsadame；36militaires，M‖eFanuyFaatauira；3militairescong6di6S．

（訳）

「ヴイール号の到着」

ヌーメアから来たこの船は9日火曜日に投錨した。

乗客：スワトン、海兵隊大尉；ゴーギャン、画家、タヒチへ派遣；デフラン、伍長、その夫人；軍人36人、フアヌ

イ・フアツタウイラ嬢；3人の退役兵。

MessagerdeTbhiti，12juin1891，No．361．
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LetransportlaVire，COmmandantDupr6，amOuil16surradedePapeetelemardi9ducourant・dansla

matin6e，VenantdeNoum6a．

AvainentprlSpaSSageabord：

MM．Swaton，Capitained－infhnteriedemarine；

Goguin（sic），artSistepeintre，enmissionaTahiti；

Deflin，mar6chaldeslogisdegendermerie；

MmL、Deflin；

1sergent，3caporaux，30soldatsdrinfhnteriedemarine，

1trompette，1canonnierd’artillerie，

3militairescong6di6S．

M‖eFanuyFaatauira，Tahitienne．

（訳）

デデュプレ指揮のヴイール号はヌーメアから来てパペーテに9日火曜日午前に投錨した。

乗客は：

スワトン、海兵隊大尉；

ゴーギャン、画家、タヒチへ派遣；

デフラン、憲兵隊伍長；

デフラン夫人；

伍長1人、上等兵3人、海兵隊員30人、

トランペット奏者1人、砲兵1人、

3人の退役兵。

フアヌイ・77ツタウイラ嬢、タヒチ人。

血沈r托αgq節Cねgde占めα鋸ねseme花ねダrα几画sderOcα托ね，11juin1891，p．252．
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